･頭の中でストーリーが固まってるところとあやふやなところがあります。
･全体的に変えていただいて大丈夫です！もうストーリーが組み上がりすぎてしまい違う案が自分だと出てこず……色々いじってもらえると嬉しいです。
･プロット書き起こす際にどのくらい詳細に書いたらよいかわからず無駄に細かく長くなってしまいました。読みにくいと思いますがよろしくお願いします。
･メインとなるのはレイルート、全てレイルートから派生していく形。
･ハッピーエンドとなるのはレイルートのひとつだけ。レイルートは2つある。
･色々と変えたり足したりしていただいて大丈夫です！このプロットの内容だと薄い話になってしまうのでキャラクターの関係が構築されていく過程も書いていただけるとありがたいです。
･表情、SE、BGM、背景指定など入れて欲しいです。追加料金かかる場合教えてください！背景はシナリオができてから作成します。
･選択後の展開が変わらないフェイクの選択肢も入れて欲しいです。
例A「今日何食べたい？」
B選択肢1「カレーかな」
選択肢2「うどんかな」
選択後A「ん〜じゃあパスタで！」
B「俺の意見ガン無視かよ！」
のような感じルートに関係しないもの

･エンドごとに真実が全く違う内容になるのではなく、一貫性のある設定にしたいです。
･8月のお盆前くらいのイメージ 夏休み中
･ケイ、カナメ、レイは同じクラス1-1 課外授業の担当がヒジリ(学校ではケイという偽名を使用)
･アカネは別クラス

【朱羽市】
ケイたちが暮らす町。片田舎で山の方にある。めちゃくちゃ過疎っている訳では無いが徐々に廃れていってる。近くの山に温泉地があり、昔は観光客も多く栄えていたが今は廃旅館しかないため誰も近付かない。ケイは都会から引っ越してきたため退屈に感じている。

【教団】私が教団と言ってるだけで物語内での呼び方は白装束　途中宗教団体だと判明してからは教団呼び
正式名称は要紅救世会、10年ほど前に誕生した新興宗教団体。本拠地は温泉地の廃旅館で信者は共同生活を送っている。身体のどこかに教団のマークの焼印がある。孤児院の経営や汚れ仕事など色々な事業を展開しており、立場の高い人間との繋がりもあり朱羽市に大きな影響がある。信者は外に出る時に顔を隠していることが多い。救世の神子が穢れた世の中を救ってくれると信じているが、一番は教祖であるイオリを慕っている。

【経典】
要紅救世会の信者は全員経典を持っている。内容はアラタがでっち上げたそれっぽいことが書かれている。救世の神子が世の穢れを全て引き受けてくれる、神子を殺すこと穢れが祓われるよ的な内容。「救済の日」までに神子を殺さなければ穢れが蔓延しこの世が不幸になると信じているので殺しにかかってくる。

全ルート共通部分 分岐前メインルート(レイルート)
1日目土曜日
･自称神の少女ミコと神社で出会う
･ミコを探している白装束と遭遇する
･ミコを抱えて逃走
･ミコを家に連れ帰る(ケイは現在1人で暮らしていて家族はいない)
･額のマークに既視感(家に教団のパンフレットがある後に判明)
･ ミコがずっと暗くて狭い場所に閉じ込められていて、自由を求めていることを知る。
･無邪気で天真爛漫なミコを妹のように思い、助けたいと決意
･二人でカップラーメンを食べたり話したりして寝る

2日目日曜日(ここからミコの服は私服　ケイがTシャツを貸している)
･朝レイが訪ねてくる
･ミコを見て驚いた表情をするが説明を受けてすぐに納得
･レイはミコが神ということも特に疑わない
･ケイとレイの出会いや仲の良さなどが判明
･レイがケイに声をかけた小4からほぼ毎日一緒にいる
･昨日は家庭の用事(？)で遊びに来ていない
･3人で商店街に出かける　外に出た時にミコが眩しがったため、ケイが麦わら帽子をあげる
･ミコがたい焼きを見て興味津々
･3人でたい焼きを食べる ミコの好物がたい焼きになる
･ガラポンくじをしたいと駄々をこねるが、もっと買い物をしないと引けないため断念
･ミコが本当に神なのかという話になり、ミコは大袈裟に雨を呼び寄せようと手を上げ、その後にすぐ大雨が降ってくる(本当はたまたまだが、ケイレイが信じ始めるきっかけ)
･商店街で遊んでいるところを影から眺める人影

3日目月曜日
･今日から5日間課外授業があるのでケイは朝から制服
･学校を知らないミコも行きたいというがケイがなだめる
･レイが一緒に行こうと家を訪ねてきて共に学校へ
･ミコは一人でお留守
･学校に着くとクラスメイトのカナメがケイに話しかけてくる
･しばらく談笑した後、課外授業中に外国語の授業を担当する臨時教師であるヒジリがくる
･自己紹介などをして午前中授業が始まる 
･昼休みにヒジリがケイに話しかけ、昨日商店街で教団の神子(ミコ)と歩いているところを見たことを話す
･ヒジリはケイに詰め寄りどういう関係かなど詳しく聞き出そうとする
･不審に思うケイに、ヒジリは教団からミコを保護するためにきたことを伝える
･ヒジリはケイに協力を申し出る(ルート分岐：協力する→ヒジリルートへ/協力しない→メインルートのまま)
･ヒジリからの協力を断り午後の授業を受ける
･レイは残りの課題が終わらず居残り
･カナメから放課後遊ぼうと声をかけられるが、ミコが待っていることもあり断る
･ついミコのことを口走ってしまい、誤魔化すために親戚の子を預かっているとカナメに伝える
･子供が好きなカナメは食いつき、家に行って遊びたい！と強引に着いてくる
･家で不貞腐れたミコが待っている
･カナメとミコはすぐに意気投合 自称神ということについても子供の遊びだと思いつつ付き合う
･ミコが外に出たがっていたため商店街へ行くことを決める
･たい焼きを3人で食べる
･昨日の券と合わせてガラポンくじが1回できることが判明
･ミコが意を決してガラガラを回す(ルート分岐：あたり→カナメルートへ/はずれ→メインルートのまま)　あたりはずれは確率です
･はずれの景品として折り紙をもらう
･ガラガラは残念だったが楽しかったねーと帰路に着く

4日目火曜日 ミコ視点
･今日もケイとレイは課外授業に行く
･ミコは一人でお留守
･暇すぎてミコはテレビをぼーっと眺めている
･テレビで色々なニュース、知事選が近いこと、最近はゲリラ豪雨が多いこと、お片付け大作戦のニュース
･お片付け大作戦に興味を持ち、汚い家を掃除してケイに褒められようと決意(ケイは片付けが苦手なので汚部屋です)
･色々なものを壊したりより汚くしたりしながら掃除をしていく
･ソファの下から家族写真を見つける
･幼い頃のケイとケイに似てる少女、父母らしい人物が写っている
･敗れかけているが大切な写真だと思い、ミコは写真を直そうとセロハンテープで貼っていく
･帰宅したケイに褒めてもらおうと写真を差し出し、写真の人物について聞くが、ケイはあまりいい反応をせず写真をゴミ箱に捨てる
･普段子供っぽいミコだがめちゃくちゃ空気を読んだり気を使ったりする描写
･若干気まずい雰囲気になるが切り替えてケイは学校の課題をやり始める
･普段古風な話し方だからミコも古典読めるんじゃねぇの？みたいな軽口をたたきつつ教科書を見せる
･教科書を見てミコはスラスラと漢文や古文をスラスラと読む
･ミコはドヤり嬉しそうな様子
･ケイは驚きと、本当に神なのか……？と内心思う
･険悪な雰囲気もなくなり二人で就寝

5日目水曜日 ケイ視点に戻る 
ここら辺中だるみしてます。学校パートが続くのですが授業中書くことがないため困っています。ミコ視点入れても大丈夫です。あまり納得いってないので変えていただけるとありがたいです……
･今日も課外授業朝ミコとは少し気まずい感じ
･朝レイと登校していると別クラスのアカネが声をかけてくるめちゃくちゃお嬢様クールビューティっぽいイメージ
･ケイとアカネは初対面だがレイとアカネは幼なじみ
･親友なのにレイについて知らないことが多い、交友関係や家族についてなど
･若干敵意？意味深な雰囲気をアカネから感じるが気にせず登校
･カナメと雑談もしつつ授業を受ける
･レイは今日も居残り
･帰り道にアカネから声をかけられ一緒に帰る
･一緒に帰ることを狙っていたカナメはアカネとケイが一緒にいるところを見つけて少し嫉妬
･アカネと二人で帰るが終始無言で気まずい
(以下セリフや話し方の雰囲気です)
･ケイ「……なぁ、なんでオレに声かけたんだよ？レイはまだ居残りしてるぞ」
アカネ「そうね、このままじゃ埒が明かないし。単刀直入に言うわ、あなたにミコちゃんを守り抜ける？」
ケイ「！ミコのことなんで知ってるんだよ。お前、白装束の仲間か？」
アカネ「静かにして、あなたが思っている以上にあいつらは身近に、そして大勢いるわ」
ケイ「質問の答えになってねぇぞ、さっきのどういう意味だ」
(などなど……ここでケイの決意を改めるような会話にしたいです。アカネの真意はまだ分かりませんが何か知っている様子)
･アカネと別れて帰宅ミコは昼寝をしている 教団について色々と考え始める
･初めて見た時のミコの額のマークの既視感が気になる
･チャイムがなり、レイが居残りを終えて帰ってくる
･3人でレイが作ったご飯を食べる
･時間が経ち夜になり、レイが帰宅する

6日目 木曜日
･今日も課外授業　レイが迎えに来る　毎日寝坊しないで来るなんて珍しいなとケイがレイを茶化す
･朝学校に到着し、カナメに昨日アカネと帰っていたのはどういうことかと聞かれるがはぐらかす
･レイも話に食いつき、どんな話をしたのかなんで二人で帰ったのか聞き出そうとする
･強引に話を終わららせ授業が始まる
･ヒジリに最近の様子や相手の動きなどについて聞かれるが、特に襲われることも接触してくることもないことを伝える ヒジリは相手は君が思うより強大で手段を選ばない連中のため気をつけるように言う
･課外授業の時間が終わり、放課後になる今日はレイの得意な国語だったので居残りはなし レイとケイとカナメの3人で帰る
･帰り道でナイフを持った白装束が向かってくるカナメはパニックになるが、ケイは白装束について何者なのか何の目的なのか問い詰めたいため戦おうとする レイが強引に逃げるように手を引き3人でケイの家へ逃げ帰る
･恐怖を感じながら白装束は何者なのかと問いつめるカナメにケイは何も分からないことを伝える 
･ミコが、あれらは我の信者じゃ。我が逃げ出したから連れ帰ろうと探しているのじゃと告げる。ここにいることで迷惑がかかるなら元いた祭殿へ戻るといい出す
･ケイがミコに迷惑じゃない、お前を守ると決めたのはオレだ。今度こそ約束守んねぇと、と言う
･ケイはミコが居なくても襲われたということは居場所がバレている可能性がある、危険かもしれない、本当に守れるのかなど心の中で自問自答して不安を感じる
･遅くなる前に帰ろうということになり解散する、カナメのことはケイが送っていくことになる
･帰り道でケイとカナメが色々話をする
･わたしの家ここだよ、と着いたのは孤児院。カナメは2年前両親が交通事故で他界したことを話す。頼れる身内がいなかったため、孤児院で育ったこと、小さい子供もいっぱいいることなども話す。以下続きの会話イメージ  間の情景描写･心理描写は入れてませんので追加して欲しいです
カナメ「……あのね、ケイくんに謝らなきゃいけないことがあるの。」
ケイ「なんだよ、改まって」
カナメ「知ってたの、ケイくんの妹さんが交通事故で亡くなってるってこと」
      「それでわたし、勝手に親近感もってケイくんに声掛けて、もしかしたらつらい気持ち分かってくれるかもって。……分かってあげられるかもって。」
ケイ「……」
カナメ「ごめんね、こんなこといきなり言われても困るよね。勝手に分かってあげたいなんて。ケイくん、わたしと違ってとっくに立ち直っているのに」
ケイ「……立ち直ってなんかないよ。今でもあの日のこと夢に見るし、オレを責める母さんの声もずっと聞こえてる。多分、立ち直って見えるのはれーちゃんのお陰。」
「事故があってオレや母さんが精神的に不安定になってた時、れーちゃんが声かけてくれたんだ。それからずっとそばにいてくれてる。れーちゃんの前ではしっかりしないとって思うんだ」
「それに、今はミコもいる。今度こそ自分の手で守りたい、オレの大切なもの」
カナメ「…そっか」
ケイ「カナメも大切な友達だよ。元気で明るいヤツってしか知らなかった。話してくれてありがとうな」
カナメ「……！うん、こっちこそありがとうだよ」
以下いい感じに別れて帰宅

7日目　金曜日
・日課の朝のニュースを見ながら身支度を整える　課外は今日が最終日　ミコが出かけたそうにしているが白装束に襲われたこともあり言い出せない様子
・レイが迎えに来て学校へ行く
・授業を終えて帰宅　レイは家の用事のため学校で解散　カナメと2人で帰る
・昨日のことがあり少しぎこちないがいつも通りっぽい雰囲気　カナメがミコちゃんと遊びたいから家に行ってもいいか聞くが、昨日白装束に襲われたこともありカナメを巻き込みたくないからしばらく会うことを控えるように伝える
・カナメを孤児院まで送り解散
・家に帰るとミコがおとなしく待っている　最近外に出られず気持ちが落ち込んでいる様子　このままでは白装束に監禁されていた時と変わらないよな、とかわいそうに思う
(ルート分岐：危ないから家にいる→メインルートのまま/商店街へ出かける→アカネルート)
・外は危険なのでミコに家にいるよう伝える　ミコのために商店街でたい焼きを買いに行くことにする
・無事に買い物を終えると帰宅途中で白装束を見かける
･こっそりと後をつけていくと白装束がレイと合流
･ケイは驚くがバレないように遠くから白装束とレイを観察するが会話は断片的にしか聞こえない
･白装束とレイが解散し、レイがこちら側に歩いてきたため急いで帰宅
・嫌な予感とずっと何か引っかかっている気がする　ミコの額の文様から遠い記憶を探る
・家の荷物をひっくり返して荷物を漁ると古いパンフレットを発見　表紙にはミコの額の文様と同じマークが描かれている　とある新興宗教団体のパンフレットのようで、団体名は要紅救世会　レイと出会ったばかりのころこのパンフレットをレイが母さんに渡していたような記憶が浮かんでくる
･ミコがただならない様子のケイを不安そうに見つめる ケイは何が何だか分からないがミコを一人で守らなければならないと決意　レイや周りの人物に対して疑心暗鬼になってくる

８日目　土曜日
ここから大まかな内容しか決まっていません。時間経過などもいじっていただいて大丈夫です。お任せします、すみません。ゲシュタルト崩壊していて何が何だかって感じです。
・レイが遊びに来る　内心疑いつつも普通に接する　なんとなく昨日何していたのかなど探りを入れるがレイに変化は見られない。
・レイが帰宅する際にレイの後をつけることにする　後をつけていくと山中にある廃旅館にたどり着く　中をのぞくと白装束がたくさんいる　気づかれそうになり逃げかえる
・レイが信じられなくなる　今までのことを思い出し違和感を探る　昨日見つけたパンフレットも見ながら考える　パンフレットにはつらい気持ちに寄り添う、紅眼の神子がこの世の不幸をすべて受けてくれるので幸せになれるなど書いてある
・レイが話しかけてきたのは事故で妹が死んでからだと思い出す
・仲良くなって家に来たがったから放課後家で遊んだらパンフレットを母さんに渡していた記憶
・その後母さんがだんだん家を空けることが多くなり失踪した
・憶測でしかないが点と点がつながる　最近朝晩家に来ていたのは監視していたのか等負のループに陥る
・ミコを守れるのはオレだけだと考える

この後の流れ　
時系列なども決まっていませんし内容を変えていただいても構いません
レイルートは最終的にレイを信じるか信じないかで分岐予定ですが、いい感じの揺さぶりが出来れば変えて欲しいです……
・信じるの場合
三人で力を合わせてレイの父であり、教団の教祖であるイオリを殺す。ケイがただ独りよがりにミコを守るだけではなくミコのことも信じて共に戦う、行動する点を強調したいです。その後三人はヒジリの属する対宗教組織に保護され、ケイは海外にいる父のもとで育つことになる。ミコやレイの行方やその後どうなったのか等は知らない。
後日談として、10年後に三人が朱羽市(市町村合併により朱羽という地名はもうない)で再開するところで終了予定。
・信じないの場合
レイのことを拒絶し、ミコを一人で守るとはねのける。
外出もせず、窓もカーテンも閉め切った室内で二人きりでずっと過ごす。ケイはどんどん神経質になりミコに対しても、神だというくせに何もできないミコに苛立ちをぶつけるようになる。ミコもこんな状態なら家を出る、教団の方がいいと言い、ケイは守ってやってるのにと怒るなど喧嘩もする。学校も行かずに引こもるようになる。カナメやレイが訪ねてくるが拒否。ある日一人の男が訪ねてくる。教団の教祖を名乗るイオリはミコについての真実を伝えるといい、ケイは何かあれば殺せばいいと考えイオリを家に上げる。イオリはミコは穢れをため込んでいるため周りを不幸にする、一度殺して穢れを浄化しなければいけないなど言葉巧みに伝える。親友に裏切られたことや、母が帰ってこないこともミコのせいだといい、経典を見せながらミコを殺すように説得する。殺しても神だから復活するなど吹き込む。精神的に疲弊していたこともありイオリの言うことを信じ、ミコを殺してしまう。ミコが普通に死んだのを見て神ではなく普通の少女だと気づく。罪悪感に耐えきれず自害。
いい感じのバッドエンドがあれば変えてください……バッドエンドならなんでも〇

以下ルート分岐後の展開(基本分岐ルートはバッドエンドです)
〇ヒジリルート
霜月聖は宗教団体の調査と、その団体が危険であれば解体する国際組織に属している。
教団について調査を進めるうちに、危険な団体であると認識するようになり、解体を目的とするようになる。そのため、教団の二世が多く教団と関わりの深い京の中学校に潜入することになる。課外中にALTとして授業を担当するという名目で聖は学校に訪れる。京とミコの買い物の様子を眺めていたことから、2人のことを認識している。
授業が始まった初日、京に接触し協力関係になる。
京から話を聞くうちに、教団の解体のためには、主要な人物を消す、もしくはミコを守り抜くことが重要となると考えた。前者が困難だと考えたため、ミコを守る方向で行動を起こす。ミコを国外へ逃がし組織のアジトへと保護する計画を立てる。計画の途中でミコやケイと親密になっていくが、かつて協力者に肩入れしすぎて計画が失敗したこともあったため必要以上に仲良くなることを自制している。ミコ、ケイはヒジリに懐いている。レイはこの間課外授業の居残りのため不在。入れられれば教団の人間であるアカネやハヤテと接触したりミコの出自(ミコは普通の少女で、教団を作ったアラタによって勝手に神に据えられた。集金のために立ち上げた宗教だが計画がもうすぐ終わるためミコが処分されるなど)が明らかになるようなストーリーも組み込んで欲しいです。
保護計画を実行に移すが、計画途中に教団のトップであるアラタに捕まる。2人を助けるために捨て身となり、自分を犠牲にして2人の保護を完了させる。
聖はそのまま教団に捕まり、拷問を受けそうになるが、隠し持っていた毒薬で自害する。

〇カナメルート
ガラポンで1等を当てて、遊園地のチケットを手に入れる。今週の土曜日に3人で遊園地に遊びに行くことが決まる。早速計画を立てようと紙やペンを買い出しに行く。この日は解散し、次の日課外の後にケイとカナメは一緒に帰り家で遊園地の計画を立てる。ミコとカナメが主体となって、乗りたい乗り物や食べたいものなどをリサーチして旅のしおりを作る。そんなふたりをケイは微笑ましく見ている。ミコは楽しみで待ちきれない様子。あっという間に時が経ち、遊園地に行く日になる。忘れ物はないか何度も確認し、カナメと作ったしおりをずっと嬉しそうにミコが眺めている。レイには遊びに出かけるため今日は会えないことを伝えてある。早速集合場所である朱羽駅に向かう。少し早く着きすぎちゃったかなと話しながらケイとミコが駅でカナメを待つ。集合時間を大幅にすぎてもカナメはやってこない。さすがに心配になり、ケイはミコを駅に置いてカナメを探しに向かう。不安な気持ちを抱えつつも町を探し歩く。商店街付近の大通りが妙に騒がしい、野次馬をかき分けると血を流し倒れている人影と商店街へ突っ込んだトラックが目に入る。倒れているのはカナメ手に持っていたのか血溜まりに散らばったしおりが目に入る。この時ケイの妹が亡くなった時のことがフラッシュバックする。(公園で遊んでいた時にケイの蹴ったボールを追いかけて妹のナユが道路に飛び出してトラックに轢かれた。)意識がとんで気づいたら家に帰宅していた。ミコのことを思い出し、駅に向かうがミコはいない。その後ミコがどうなったのかも何も分からない。また守れなかったで終わる。

〇アカネルート  
カザミ兄妹は私の推しなのでなるべく悲惨な結末にして欲しいです‍
変えられるのであればより悪い結末にお願いします！長くなってしまいすみません。

ミコを連れて商店街へ行くとイチャイチャしてる男女がいる。ミコに見せないように通り過ぎるがよく見ると知ってる顔。アカネもこちらに気づきプライベートを見られたことに驚く。アカネは普段クールビューティ風だがデレデレブラコンであることがバレて照れている。アカネの連れの男子高校生がケイとミコに気づき声をかける。以下こんな雰囲気
ハヤテ「こんにちは、ミコ、それに君がケイだね？アカネから話は聞いてるよ」
ケイ「……誰だ？なぜミコを知っている？！教団の人間か」
ハヤテ「まぁ、その認識は間違ってないよ。僕たちは教団に属している」
アカネ「お兄ちゃん！ケイくんのとこまだ信用できるか分からないから……」
ハヤテ「大丈夫だよ、アカネが信じてみたいって言った子だからね」
「立ち話もなんだし、どこかに移動した方が良さそうだ。いつ見張りが来るかもわからないからね。僕らなら君が求める教団の情報も教えられるかもしれないよ」
みたいな感じでケイの家へ移動して話をする。情報交換などをする中で、2人は教団のトップであるアラタの子どもで、ミコを逃がしたのはカザミ兄妹であることが判明。ミコが殺される儀式の前にミコ、アカネ、ハヤテで県外へ逃げる計画を伝えられ協力を持ちかけられる。ハヤテには協力者(ヒジリ)がいて、県外へ逃げるための手筈は整っている。指定した時間に待ち合わせのポイントにミコを連れてきて欲しいと伝えられる。一度考えさせて欲しいと伝えこの日は解散。カザミ兄妹が帰り、ミコと二人で話す。色々葛藤するがずっと前から計画していてミコを逃がしてくれたカザミ兄妹の計画に協力することを決める。カザミ兄妹視点も入れて欲しいです。教団での日常や、レイとの関わりなど(レイが教団員であることはケイに伝えていません)次の日ケイの家に集合し、協力することを伝える。レイはハヤテがレイに教団の仕事を振っているため不在。レイは詳しいことは分からないが何かをうっすら勘づいている。アカネがミコの世話係としてずっと育てていたことは伝えていないが、一緒に折り紙で遊んでいる。ミコも懐かしい感じがしている。(教団では顔を隠し、神子の前で話しては行けないルール)なんやかんやレイがカザミ兄妹に忠告したり計画の準備をしたり、カザミ兄妹の重たい過去話やカザミ兄妹がお互いを思っている話などが加わり計画の日になる。ミコを連れて家を出る、町はいつも通り静か。待ち合わせの場所に向かう途中で白装束が出てくる。普段無口の白装束が声を発し、ケイに呼びかける。仮面をとり、顔を見せると失踪中のケイの母親だった。こんな悪いことをやめなさい、神子を殺せば全部救われる、一緒に暮らそうなど色々言ってくる。ケイは混乱と母親に会えた喜び、恐怖など様々な感情が入り交じる。どうすればいいのか分からず固まっているケイを見て、母親が妹が亡くなった事故はケイのせいだ、お前が全部悪い、神子を殺せば罪も救われるんだから早く神子を渡せなどめちゃくちゃ人格否定しつつ怒る。ケイがミコの手を離してしまい、その隙にミコが教団の手に渡る。母親はよく渡してくれたわねなどと褒めて、ケイも母親の手を取ってしまう。
視点はカザミ兄妹に移る。時間になっても集合場所へやってこないケイ達を心配する。アカネはハヤテが無事ならそれで良いので2人だけでも逃げようと説得する。そうこうしている時にいきなり銃声がしてアカネが倒れる。後ろを見ると、銃を持ったレイが立っている。銃はカザミ父から借りたもので、2人を消すこともカザミ父に頼まれたことだと告げる。ずっと手のひらの上で処分する名目を得るために逃げるまで泳がされていた。ここら辺はアカネがいないとハヤテは精神崩壊するのでレイが話していることも何も耳に入ってません。アカネを殺せばハヤテが使い物にならないことも知っていて先に撃ったことなども言いつつ冷静にハヤテにも銃を向ける。
事故に見せかけるため、2人まとめてこの後山に捨てられ車に轢かれますが、ハヤテは死ねずに生き残り、精神崩壊したまま教団でずっと閉じ込められて過ごします。この結末は私が見たいので、入れられたら入れて欲しいですが無理そうなら銃を向けて終わりで大丈夫です。

場面が変わり後日談。普通の日常風に戻る。ケイの家には母親がいて、学校に遅刻するよーなどと声をかける。インターホンがなりレイが迎えにくる。ケイ母は2人を見送り、ケイとレイは学校に出かける。ミコがどうなったかなど何も知らないまま。
